
地
元
第
３
部
の
式
は
午
前
六

時
か
ら
機
庫
前
で
行
わ
れ
、
柳

本
兼
志
部
長
が
「
無
火
災
を
目

指
し
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
た
い
」
と
挨

拶
。
出
席
し
た
倉

掛
と
夏
目
の
自
治

会
役
員
が
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
献
身

的
活
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
今
年

も
地
域
の
防
災
に

ご
尽
力
願
い
た

い
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

第
３
部
は
こ
の
後
、
分
団
と

市
団
の
式
典
に
臨
ん
だ
。
組
織

が
縮
小
し
た
関
係
で
、
や
や
ス

リ
ム
な
隊
列
と
な
っ
た
午
前
十

一
時
か
ら
の
町
内
防
火
パ
レ
ー

ド
に
は
、
倉
掛
婦
人
会
役
員
や

倉
掛
少
年
団
関
係
者
も
参
加
し

た
。二

月
一
日
に
は
井
原
分
団
消

防
操
法
訓
練
大
会
が
井
原
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
第
３
部

１
班
が
手
堅
く
ま
と
め
て
堂
々

優
勝
。
同
２
班
も
健
闘
す
る
な

ど
、
短
期
練
習
の
中
で
伝
統
的

強
さ
を
発
揮
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
長
尾
謙

治
会
計
が
年
度
末
を
迎
え
て
、

自
治
会
の
財
政
状
況
に
関
す
る

見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
年
度
は
瀬
川
芳
隆
防
犯
交

通
部
長
を
中
心
に
、
倉
掛
地
内

70
カ
所
の
防
犯
灯
を
調
査
。
そ

の
結
果
、
劣
化
が
進
み
取
り
替

え
の
必
要
な
器
具
は
約
20
カ
所

に
も
上
っ
た
。
中
で
も
頻
繁
に

玉
切
れ
を
起
こ
し
て
い
る
器
具

に
つ
い
て
は”

限
界
”
と
判
断

し
、
交
換
を
取
り
決
め
た
。

大
坪
会
長
と
長
尾
会
計
は
、

「
本
年
度
は
災
害
関
係
の
出
費

が
ゼ
ロ
。
一
方
、
会
費
収
入
は

一
般
・
事
業
所
共
に
１
０
０
％

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
、
自
治

会
財
政
は
久
々
に
余
裕
が
あ

る
。
し
か
し
、
防
犯
灯
交
換
は

予
算
や
手
続
き
等
の
関
係
も
あ

り
、
次
年
度
以
降
に
見
送
ら
せ

て
頂
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

井
原
中
学
校
（
小
川
雅
史
校

長
・
５
８
７
人
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新

聞
第
66
号
が
昨
年
末
、
倉
掛
自

治
会
で
試
験
的
に
回
覧
さ
れ
、

住
民
の
間
で
関
心
を
呼
ん
だ
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目

指
す
井
原
中
学
校
が
「
一
般
の

方
々
に
も
読
ん
で
貰
っ
た
ら
ど

う
か
」
と
す
る
倉
掛
の
評
議
員

の
提
案
を
受
け
入
れ
た
も
の
。

学
区
内
で
は
初
の
試
み
。

回
覧
し
た
12
月
17
日
発
行
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
は
、
秋
季
体
育
祭

が
ト
ッ
プ
記
事
。
女
子
生
徒
全

員
が
は
っ
ぴ
姿
で
演
じ
た
ダ
ン

ス
「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
」
の
迫

力
あ
る
写
真
で
読
者
を
引
き
つ

け
、
２
～
３
面
を
文
化
祭
な
ど

で
飾
り
、
関
係
者
の
声
を
巧
み

に
伝
え
て
い
る
。
４
面
で
は
校

内
マ
ラ
ソ
ン
や
総
体
で
活
躍
し

た
選
手
を
紹
介
す
る
な
ど
、
内

容
は
幅
広
い
。

新
聞
を
読
ん
だ
倉
掛
７
組
の

山
岡
朗
子
さ
ん
は
「
我
が
子
が

卒
業
し
て
以
来
、
縁
遠
く
な
っ

て
い
た
井
原
中
学
。
久
し
ぶ
り

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
を
通
し
て
、
文

化
祭
や
体
験
学
習
に
生
き
生
き

と
頑
張
る
子
供
達
に
出
会
い
ま

し
た
。
井
中
が
ま
た
身
近
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
」
と
、
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

井
原
中
学
校
の
猪
原
修
作
教

頭
は
「
地
元
の
皆
様
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
必
要
部
数
を
お
渡
し

し
た
い
」
。
窓
口
と
な
る
倉
掛

自
治
連
合
会
役
員
ら
は
「
地
域

教
育
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い

る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
は
学
校
の
様

子
が
分
か
っ
て
良
い
」
と
、
回

覧
継
続
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
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井
原
分
団
第
３
部
団
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簿
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 大 坪 正 広

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

井
原
分
団
が
４
部
体
制
に
移
行
し
て
初
の
井
原
市
消
防
出
初
め

式
が
一
月
十
八
日
に
挙
行
さ
れ
、
各
式
典
や
防
火
パ
レ
ー
ド
、
一

斉
放
水
な
ど
で
華
や
か
に
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

部 長 柳本 兼志（夏）

副部長 竹内 健治（夏）

副部長 佐藤 重徳（夏）
会 計 川相 謙治（倉）

会 計 川上 泰宏（倉）

消防班長 梶井 克也（夏）

厚生班長 豊池 秀之（倉）

機械班長 平川 貴章（夏）

水源班長 田中 秀治（倉）

組 長 今井 豊（倉）

団 員 長尾 央司（倉）

団 員 竹内 誠（夏）

団 員 笠原 慶一（倉）

団 員 藤井 秀則（夏）

団 員 三宅 一正（倉）

団 員 山岡 正和（倉）

団 員 瀬川 隆治（倉）

団 員 川相 幸久（夏）

団 員 飯居 広行（倉）

団 員 片岡 良雄（倉）

井原分団

防

犯

灯

の
交

換

次
年
度
以
降
実
施

倉
掛
自
治
会

倉
掛
で
試
験
的
に
回
覧

一斉放水を行う第３部（小田川 1/18）

専 任 本 部 長 に森 兼 幸 治 さん就 任

「
井
原
中
、
身
近
に
感
じ
ま
す
」

学

校

自
治
会

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
き
び
き
び
と
操
法
を

行
う
第
３
部
１
班
の
選
手
。
左
か
ら
指
揮
者
・

平
川
貴
章
、
１
番
員
・
竹
内
誠
、
２
番
員
・
梶

井
克
也
、
３
番
員
・
長
尾
央
司

井原分団操法訓練大会

撮
影
＝
一
月
十
八
日
・
機
庫
前
で



午
前
九
時
三
十
分
に
郷
社
境

内
に
集
合
し
た
関
係
者
を
前
に

佐
能
敏
政
育
成
会
長
が
「
今
日

は
地
域
の
方
々
と
昔
の
遊
び
を

通
し
て
三
世
代
交
流
を
図
り
ま

す
。
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
サ
ロ
ン

あ
す
は
の
川
相
肇
代
表
が
、

「
我
々
が
子
供
の
頃
と
は
世
の

中
も
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
遊

び
の
面
で
も
工
夫
す
る
気
持
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
」
と
、
集

い
の
趣
旨
に
つ
い
て
語
っ
た
。

こ
の
日
は
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
あ
い
の
会
や
、
自
治
連

合
会
役
員
ら
も
参
加
し
て
往
年

の
得
意
技
を
披
露
し
た
。

お
手
玉
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に

は
女
子
が
集
ま
り
、
あ
い
の
会

渡
辺
益
枝
さ
ん
（
15

１
組
）

た
ち
か
ら
玉
を
投
げ
上
げ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
教
わ
っ
た
。

竹
と
ん
ぼ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

竹
を
切
っ
た
り
削
っ
た
り
と
、

男
子
団
員
が
作
業
に
夢
中
。
約

一
時
間
ほ
ど
で
仕
上
が
り
早

速
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
出
来

栄
え
を
競
っ
て
い
た
。

「
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
飛
ば
な

い
。
羽
根
の
角
度
が
悪
い
の
か

も
‥
」
「
も
う
少
し
薄
く
削
っ

た
ら
高
く
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
話
し
な

が
ら
、
何
度
も
手
直
し
を
し
て

い
た
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
は

毎
年
２
月
に
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
実
施
し
て
き
た

が
、
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
発

足
に
伴
い
、
三
世
代
交
流

を
図
ろ
う
と
今
回
の
集
い

を
開
い
た
。

育
成
会
は
こ
の
日
の
た

め
に
必
要
な
材
料
や
道
具

の
準
備
に
大
忙
し
。
女
性

の
育
成
会
員
ら
が
中
心
と

な
っ
て
振
る
舞
っ
た
約
百

人
分
の
ぜ
ん
ざ
い
と
焼
き

い
も
は
、
参
加
者
に
大
好

評
だ
っ
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
渡
辺
邦
子

さ
ん
（
16
組
）
は
「
多
く
の
人

た
ち
と
意
義
深
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
た
」
。
次
期
育
成
会
長

の
谷
和
政
さ
ん
は
「
こ
う
い
っ

た
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
、
こ
れ

か
ら
も
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
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2/14  資源の日 古紙・古着等収集
午前７時30分～９時

2/21  自治連合会防犯パトロール
2/22  随想散歩館（井原市図書館）

午後１時30分～３時
話す人：谷本祐子さん
「子守り唄とともに」

3/ 7  消防団第３部試運転日
3/ 7  倉掛少年団入退団式
3/13  資源の日 古紙・古着等収集

午前７時30分～９時
3/13  倉掛自治会決算総会
3/14  第11回経ケ丸山頂ファミリー

マラソン
開会式 9:40～ Ｓ10:10～

3/17  市内中学校卒業式
3/19  市内小学校卒業式
3/20  自治連合会防犯パトロール
3/26  市内小中学校学年末修了式
3/28  全国小学生クロスカントリー

リレー（大阪万博記念公園）
◎井原陸上クラブ出場

4/ 2  郷社清掃 午前８時～
4/ 4  郷社まつり

「うまく飛ばなかったけれど、竹とんぼ作

りが楽しかった」＝５年山岡弘樹

「竹ぽっくりは作るのが大変だったけど、

あそぶのは簡単だった」＝２年小川晃平
「めんこの遊び方は単純だったけど、結構

技のいる遊びだと思った」＝４年岡藤航

平

「ぜんざいと焼きいもがとてもおいしかっ

た」＝４年小谷咲乃

「お手玉やあやとりも楽しかったけど、竹
ぽっくりを作るのが楽しかった」＝５年

谷 知美

「皆さんがおいしい、おいしいと喜んでく

ださったので作り甲斐がありました」＝

５-1組山岡理恵（育成会）

倉 掛 ほ っ と 情 報

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

郷社でふれあい・いきいきサロン開催 倉掛少年団とサロンあすは共催による

“いきいきサロン・むかし遊びの集い”

が２月１日に郷社足次山神社で開かれ、

少年団、同育成会、サロンあすはの会員

ら約70人がこま回しやお手玉など、懐か

しい遊びの数々を楽しんだ。

倉

掛

少

年

団

少
年
団
育
成
会

サ
ロ
ン
あ
す
は

こ
の
た
び
倉
掛
少
年
団
で
は
「
昔
な
が
ら

の
遊
び
」
を
通
し
て”

い
き
い
き
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
会
”
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る

ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

少
子
化
や
核
家
族
化
で
ふ
れ
あ
う
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
現
代
、
子
供
た
ち
は
塾
通
い

に
精
を

出
し
、

暇
さ
え

あ
れ
ば

Ｔ
Ｖ
ゲ

ー
ム
に

熱
中
す

る
毎
日

で
す
。

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
供
の
頃
に
よ

く
遊
ん
だ
、
あ
や
と
り
・
お
手
玉
・
お
は
じ

き
・
け
ん
玉
・
こ
ま
回
し
・
め
ん
こ
・
竹
と

ん
ぼ
・
竹
ぽ
っ
く
り
な
ど
、
最
近
で
は
見
か

け
な
く
な
っ
た
遊
び
を
楽
し
く
教
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
竹
を
上
手
に
使
っ
て
竹
と
ん
ぼ

や
竹
ぽ
っ
く
り
を
作
り
上
げ
る
お
年
寄
り
や

自
治
会
の
人
の
熟
練
の
技
を
じ
っ
と
見
つ
め

て
い
た
子
供
た
ち
も
、
作
り
方
を
教
わ
る
と

瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
細
工
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
社
の
社

務
所
内
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
先
生
に
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
あ
や
と
り
・
お
手
玉
・

お
は
じ
き
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
達
は
「
懐
か
し
い
遊
び
ば
か

り
で
し
た
が
、
遊
び
方
や
使
い
方
が
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
」
と
か
、

「
日
本
に
は
、
い
い
遊
び
が
あ
る
こ
と
を
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
家
で
も
子
供
と
一
緒
に

遊
び
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
か
、
「
懐
か
し

く
て
子
供
よ
り
私
が
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
皆
様
を
は
じ
め
、

倉
掛
自
治
連
合
会
や
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
い
の
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
に
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
倉

掛
少
年
団
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

世代を越えたふれあい
倉掛少年団育成会 佐能敏政会長

境
内
に
歓
声
響
く「えいっ！うまく回るかな…」。子供たちが興味を示

した数々の遊び。時間の経過と共に大人も昔を思い出
し、つい本気になってしまう場面も

竹とんぼを作る男子団員に、カッターナイ
フの安全な使い方を指導する育成会員

太
い
竹
を
の
こ
ぎ
り
で
切
っ
て

竹
ぽ
っ
く
り
を
作
る
女
子
団
員

▲

おじいちゃん・おばあちゃん先生に学ぶ 好天の下で開かれた

“昔ながらの遊び”の

参加者に聞きました。


